
□市民一人一人がその個性や能力を生かし、互いに学び、支え合い、高め合える豊かな学習環境の形成に
　努めます。

（１）学習の利便性の向上や指導者の人材育成等による市民の自主学習の促進

（２）学習情報の提供や学習相談などによる学習者に対する支援体制の充実

（３）生涯学習講座等による市民の学習機会の充実

□児童生徒の学習状況に基盤を置いた学習指導を進めるとともに、保護者や地域との連携を深め、豊かな心や
　健やかな体の育成を図る教育を充実していきます。

（１）「確かな学力」確立のための効果的な学習指導の充実 （２）道徳教育の充実と体験活動を重視した教育活動の推進

（３）健康でたくましい心身を育む教育の充実 （４）一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進

（５）地域の教育力を活かした教育活動の推進

□豊かな生活文化、ライフスタイル実現のために、市民の文化芸術活動やスポーツ活動などを支援していきます。
　また、郷土の文化財保護と文化の伝承に努めます。

（１）魅力ある企画展の開催による歴史・文化の振興と啓発

（２）市民の身近な知の拠点としての図書館の学習機能の充実

（３）市民が気軽にスポーツに親しめる環境づくりの推進

□学校教育を支援するために、教育環境の整備・充実を進めていきます。

（１）安全・安心な学校づくりの推進

（２）ＩCTを効果的に活用できる教育環境の構築

（３）学校と地域が一体となって子どもを育てる組織や仕組みについての研究の推進

□人権意識をもった子どもが育ち、すべての市民が平等でかけがえのない存在として尊重される社会の実現を
　目指していきます。

（１）児童生徒に対する人権教育の推進

（２）教職員に対する人権研修の推進

（３）社会教育における人権学習の機会の充実

方針４　　教育環境の整備・充実を図っていきます。

◇基本構想
　○人権が尊重されすべての人が安心して暮らせるまち 　　○快適な環境の中で人と人が支え合う地域社会のあるまち

　○地球にやさしい市民の交流を支える活力と魅力あるまち

松戸市総合計画

子どもたちが自らの将来の目標を持ち、
その実現に必要な知識や経験を得られ
るようにします。

生涯学習やスポーツを楽しむ
ことができるようにします。

国際的な広い視野と平和を愛する心が育
まれ、松戸の歴史や文化・伝統が保持さ
れ、後世に伝えられるようにします。

後期基本計画　（2011～2020年）

第4次実施計画（2011～2013年）

人権尊重都市宣言　　（H10)

方針１　　生涯学習の推進体制の充実を図っていきます。

方針３　　市民の社会教育の振興を図るための環境整備に努めていきます。

方針２　　教育の質が継続的に改善される学校体制を確立していきます。

方針５　　基本的人権の尊重意識を高めていきます。

松戸市教育施策基本方針
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学校教育

社会教育等

平成２４年度教育施策

重点１

重点２

「できるからやる」「やるからできる」学習サイクルの推進

言語活用科を軸にした小中一貫カリキュラムの促進

重点３ 子どもの成長・自立を図る特別支援教育の推進

重点４ 学力を下支えする安全・安心な学校づくりの推進

重点５ ＩＣＴの活用による校務の合理化と教育環境整備の推進

重点６ 個性や才能を伸ばす魅力ある市立高校の創造

家庭ならびに地域の教育力の向上

学習成果を生かす環境の整備

豊かな文化芸術の振興

市民スポーツ活動の振興

重点１

重点２

重点３

重点４

○社会教育指導員の増員による家庭教育学級への支援強化
○学校・家庭・地域の相互連携による学校支援地域本部事業の推進

○アナログ・デジタル情報ネットワークの整備
○事業のアウトカム評価の実施による学習講座内容・系統性の改善
○社会教育施設無料化の一環としての屋外プール中学生以下無料化完全実施

○「観る・創る・学ぶ・集う」をコンセプトにした森のホール21での各種鑑賞事業の実施
○博物館企画展「東日本の古墳と渡来文化」の開催
○戸定歴史館企画展「徳川昭武が果たした国際交流への貢献」の開催
○子どもが文化芸術に触れる機会の提供
○その他各イベントの充実

○新松戸地区に市内3番目の総合型地域スポーツクラブの設立
○スポーツ振興基金の設立

○英語ICT教材などの有効活用
○教育課程特例校の強みを生かした「文字や発音」「ライティング」などへの取組みの重視
○言語活動プログラムの開発と積極的な取り組みへの支援
○小中連携による研究活動の推進

○特別支援教育の推進と校内支援体制の充実
○特別支援教育の指導体制の整備
○Q-U調査を活用した生徒指導の充実
○教育相談と適応指導の充実

○教育課程の改善と効果的な学習指導の展開
○計画的な職能開発と教職員個々のニーズにあわせた研修・研究の整備

○施設耐震改修工事の計画的実施
○放射能対策の着実な進展
○QC的手法を重視した問題解決力の向上

○事務改善の継続とＩＣT活用の拡充
○教員のICT活用指導力の向上
○東部地区における小学校建設計画の推進

○小中高の連携と教育センタ－機能の充実
○学級定数やカリキュラムの研究推進
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